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極地研究にかかわる国際会議に出席して
星 合 孝 男
去る4月11日から22日までの間,京 都で開催 された,
第18回南極条約協議国会議 を皮切 りに,極 地研究にかか
わる三つの国際会議 に出席 した.他の二つは,5月2日 か
ら6日 まで,グ リーンランドのイルリサ ットおよびカンガ
ルーサクで開かれた,国 際北極科学委員会第4回 評議会
と,8月29日,9月2日 の間,ロ ーマで開催された南極
観測実施責任者評議会とである.
与えられた紙幅に限 りもあることから,ここでは,会議
の全貌を報告すると言うよりは,印象に残った点を,感想
も混えて述べさせていただくことにする.
第18回南極条約協議国会議(XVIII　AI℃M)
会議は国立京都国際会館において開催され,協 議国26,
非協議国17か国のうち6か 国,南 極条約関連機関,その
他の国際機関の代表177名が参加 した.去 る1991年10月
マ ドリッドで採択 された,南極環境保護に関する議定書の
発効を目指 して,各 国の批准,あ るいは批准へ向けての国
内法整備が進行中,と いう状況下での会合であ り,環境保
護が主題 となった.収穫の一つは,南極観光のためのガイ
ドラインが,勧 告の形で採択されたことである.
しかし,南極現地で活動する我々にとっては,次の問題
の方がより直接的であり,今後も議論の推移を見守る必要
があろうし,状況に即 した対応が要請 されるものと思われ
た.そ の一つは,査察の問題である.これまで南極条約に
基づく査察は,とかくアクセスの容易な地域,例 えば,南
極半島,ロ ス海に集中してきたきらいがあった.逆に,こ
の地域のミある基地多は,1シ ーズンに複数国からの査察を
受けるということになった.平均的頻度での査察が,広範
囲に亘ってなされることが望ましいという声が上がるのは
当然である.発足当初,査 察の主目的は南極基地が真に平
和目的だけに供 されているか否かを確認することであっ
た.しかし,今は,これに加えて,環境保護対策がどの様
になされているか,が 重要視 されている.多 くの国が,査
察を行うことで,南極条約体制の中での存在性 と,環境問
題への関心の程を誇示 しようとしているかにみえる.経費
を節約するために,幾つかの国がグループで査察を行うこ
とが,奨 励 されてさえいる.
昭和基地はアクセスの困難な基地である.こ れまでに受
けた査察は3回,米 国2回,ソ 連1回 であった.いずれも
機動力 を備えた国であった.し か し,ソ連が ロシアにな
り,その機動力が多岐に亘って利用される可能性が大きく
なった今,査 察の頻度は増加するものと考えておく必要が
あろう.我が国の基地設営は,これまでの基準で言えば合
格であった.し かし,廃棄物の処理方法等 に,よ り高度,
厳格な基準が要求される情勢にある.対応策を怠るわけに
はいかない.現場におけるハード面での対応 と,査察団が
来た場合,誤解を受けないようにするためのソフ ト面での
対応 とに備える必要がある.今次協議国会議では,ミ査察
チェックリス ト多をガイ ドラインとして採用することにし
た.昭和基地でも,質問事項に対する英文回答を,常備す
べ きであろう.
環境問題にからめて,南極地域で採集される標本,と く
に鉱物標本の採取と利用とが問題となった.こ れは,鉱物
標本が時として商取引きの対象となり得ることに依るもの
であろう.極 地研究所での,隅 石,動 植物標本等の,管
理 ・利用システムを紹介し,標本の採取 ・利用は,あ くま
で も研究者の自由な発想に基づくべきであることを強調 し
た.同 時に,管 理 ・利用システムの運用に当たって,公
正,透 明性の確保を,なおざりにしてはいけないと,自戒
した次第である.
南極条約体制の中で,環境問題対応の中心をなすのは,
議定書が発効 した暁には,環 境保護委員会 となる.し か
し,発効までには尚日時を要するとの認識の下,同 委員会
に代る機関として暫定環境作業部会を設置した.来年5月
8日から19日の間,韓 国で開催予定の,第19回協議国会
議では,その第1週 を,この作業委員会に当てることにな
っている.我が国の対応態勢を,出来るだけ早い時期に整
えてお く必要がある.
南極観測実施責任者評議会(COMNAP)
南極観測を行っている国の,実施政府機関の責任者(我
が国では,文 部省国際学術課長 と国立極地研究所長の2
名)が,年1回 会合し,情報の交換等に当たるための組織
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であ る本評議 会は,南 極研 究科学委員会(SCAR)と とも
に,南 極条約体制 の重 要な構成要素 である.先 に述べ た査
察チ ェックリス トも,本 評議 会がSCARと 共同 し,そ の原
案 を作成 した ものである.評 議会 は下部組織 と して,設 営
の専 門家か ら成る常置委 員会　(SCALOP)　を持 ってい る
の で,協 議 国会議の勧告,　SCARの研究計画の実施 に極め
て,実 際的かつ重要な役割 りを演ず るこ とがで きた.
1989年 第1回 の 評 議 会 を 開 催 し て 以 来,
COMNAP/SCALOPは着実に,活 動 の成果 を挙げて きた.
条約協議 国会議 で もSCARと並 んで オブザ ーバー地位 を与
えられ るに至った.し か し,反 面,南 極条約協議 国会議の
要請す る環境対応 は,観 測実施者 に とって,軽 か らざる経
済的,人 的負担 とな りつつ ある.科 学の進歩は,南 極の科
学 を地域研 究か ら地球規模研究へ と変貌 させた.こ の こと
は科学研 究実施 に対す る,南 極の 自然環境の厳 しさ,研 究
支援体制の劣悪 さは,研 究成果 の質を評価する際の言い訳
にはならない,と い う現実 を造 り上げ た.こ の陸路 を打開
す るため には,高 額 な財政投資が必要 になる.環 境対応 と
同時 に科学研究の質の向上,確 保 をい かに図るか,自 然環
境 に対す る人為影響 の評価 をい かになすべ きか,廃 棄物処
理,航 空安全,観 光業者 との対応等,具 体的問題 の解決 に
当る一方で,各 国責任者 の共通 の悩みであ った.な お,次
回会 合は1995年7月30日か ら,チ リの首都サ ンチ ャゴで
開催 される ことにな ってい る.
国際北極科学 委員会 第4回 評議会
国際北 極科学委員会(IASC)の 活動 と,そ の存在意義
は,必 ず しも良 く理解 されてい るとは言 えない.し か し,
北極地域が軍事 的緊張 の場 か ら科学研究の場に変 るに当た
って,組 織的,恒 常的 国際対応体 として,誕 生 し成長 して
来 た とい う事実 を,何 人 も否定す るこ とは出来まい.北 極
圏8か 国,圏 外 にあって研究実績のあ る国6か 国(我 が国
もこの中 に含 まれる)で 歩 んで きた この委員会に,第4回
評議 会か らスイスが正式 に参加 した,こ の事 も上記評価の
証左 であろ う,
委 員会の活動の うちミ地球規模 での環 境変化における北
極地域の役割多についての研究計 画の作成 は,こ こ一両年,
委員 会が最 も力 を注い だ計画であ った.計 画書が既 に出来
上が ってい るので,研 究項 目を繰 り返す ことは避 け,フ ィ
ンラン ドの ロバ ミニエ にあ るラ ップラン ド大学 に,研 究計
画推進の ためのセ ンターが設 け られてい るこ とだけを書い
てお く.
又,委 員会の活動の一つ として,ミ北極科学会議 多を開催
す ることが,委 員会の設立定款 に うたわれている.委 員会
の活動,北 極研究の意義 を広 く理解 して もらう事 を目的 と
したものである.1997年の開催 を予定 していたが,繰 り上
げ開催 を強調する米国の主張を容 れて,1997年会議へ向け
ての計 画会議 を,1995年12月に米国で 開催 するこ ととし
た.
議題 は
　 1.　Arctic　processes　of　relevance　to　global　system
　 2.　Impacts　of　global　changes　onthe　Arctic　region
　　 and　its　people
3　.　Natural　process　within　Arctic
4　.　Resource　use　/　Ecosystem　dynamics
とし,更 にsteering　committeeが詳細 をつ める ことにな
っている.参 加者は,評 議 員等役員の他は,招 請に依 る と
いうことになろうが,で きるだけ多 くの方 々が,関 心 を持
って下 さることを希望す る.
以上,三 つの国際会議 につ いて述べ た.南 極条約協議国
会議 を除 く二つの会議 に共通 した感想を述べ て,し め くく
りにしたい.い ずれの場 合も,主 要 メンバー間の コ ミュニ
ケー シ ョンが,会 議 に先立 ち,　E-mail等を通 じて相 当程
度 にな されている ということである.我 々は,ハ ー ド,ソ
フ ト両面で,コ ミュニケーシ ョンネッ トワークか ら,は ず
れ ない よう努 力 しな くてはな らない.
(筆者:国 立極地研究所長)
第19回南極陽石シンポジウム
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上記 シンポジウムは5月30日 か ら6月1日 の3日 間,国
立極地研究所6階 講堂 において開催 された.参 加者総数 は
88名で,こ の うち海外 か らの参加 は招 待者 を含め11名で
あった.内 訳 は米国6名,ロ シア1名,イ ギ リス1名,フ
ランス1名,ハ ンガリア1名,オ ース トラ リア1名 であ っ
た.ま た,中 国 とルーマニアから留学 している科学者 も参
加 し,参 加国は日本 を含め9カ 国 と国際 シンポジウムと し
て定着 していることを強 く感 じた.毎 年 のことなが ら,中
国 とロシアからの参加の場合 は入国に際 して特別の書類が
必要で,し か もビザが直前 までお りないため,そ の分準備
に手数 を要す る とともに,プ ロ グラムの編成 に苦 労 した.
発表 は2件 の特別講演 を含め口頭 による発表 が59件,ア
ブス トラク トのみの 発表 が10件であ った.今 回招 待 した
のはアメ リカ自然史博物 館のM,　Weisberg博士 とNASA
のD.　Mittlefehldt博士 であった.両 者 とも陽石の 岩石 学
的研究 の第一 人者で ある.　Weisberg博士 は炭素質 陽石 の
一種であ るCR　Ffi石の総括的 な発表をお こなった.こ の限
石 は世界に数個 しかない貴重 な限石の一つで,岩 石学的特
徴,微 量元 素,同 位体等について総合的 にまとめ られた話
であ った.本 研 究所 のコ レクシ ョン中に も4個 のCR限 石
が含 まれ,国 内 におい て も活発 に研究が始め られた折 で,
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時期を得た講演であった.ち なみにこの他でも2件のCR
限石に関する発表があった.　Mittlefehldt博士は火星起源
損石について講演された.博 士は当初エコンドライトの一
種のダイオジェナイ トに分類されていた限石について詳細
な岩石学的,同 位体化学的研究を行い,その明石が実は新
しい種類の火星起源の明石であることを明らかにした.今
回はその成果について発表された.この明石は一見普通の
エコンドライ トに見える明石である.この種の岩石 タイプ
の明石に火星起源阻石が含まれていたことは,隅石の分類
には細心の注意が必要であることを改めて示している.明
石資料部門でも,本研究所が所蔵する南極F員石中にもこの
種のエコン ドライ トが多 く含まれることから,この種の限
石の再検討を始めている.
研究分野別では,積石集積に関する研究が1件,岩 石学
的鉱物学研究が22件,有機化学研究が1件,地 球化学的
同位体化学的研究が27件,物理的研究が4件,宇 宙塵に
関する研究が4件 であった.
第17回極域気水圏シンポジウム
1994年7月13日,14日の2日 間にわた り,標 記 シンポ
ジウムを本研 究所 講堂 にて開催 した.極 域で の大 気,海
洋,雪 氷分野の研 究 について97件の講演が行 われ,152名
の参加者が活発な議論 を交換 した,ま た講演後の懇親会で
は約70名の参加者 が懇談 を深 めた.講 演 総数の うち約30
件の発表が北 極関連であ り,研 究対 象が両極域 に拡大 して
きた.32件 の口頭,62件 のポ スター発表 が行われ,各 口
頭発表は15分の制 限時間内の議論 に努力 していただいた.
なお発表は以下のセ ッションに分類 した,な おO内 は講
演数 を示す,大 気(7),海 洋 ・水循環(7),雪 氷(7),
大気 ・堆積環境(7),リ モー トセ ンシング(4),ポ ス タ
ー(62).ポ ス ターセ ッシ ョンの増加 は,ポ ス ター講演者
が同時 に行われている他のポスター講演 の議論 に充分参加
で きない等の問題 点が指摘 された.今 後 シンポジウムの運
営方法 を検討 し改 善 してい きたい.
特別講演 と して北極圏環境研究セ ンター客 員教授 イゴー
ル ・ゾチ コフ博士(ロ シア地理研究所)が 「ロシアの極域
科学」 というタイ トルで,ロ シアの極域 観測 と雪氷掘削器
開発の歴 史につい て講演 を行った,ボ ス トーク基地での雪
氷深層掘削試料の解析データが注目を浴びて久しいが,そ
の成果を支えているロシアの掘削器開発の実情を理解でき
非常に興味深かった,
現在,極 地研究所では南極及び北極域での観測を共同研
究者を交えて積極的に推進 しているが,共 同研究の一層の
進展に向けて観測の現状を報告 した.すなわち,南極地域
で進められている氷床 ドーム深層掘削計画について,同計
画研究代表者である渡辺北極圏環境研究センター長から進
行状況の報告があった.また南極及び北極の大気観測計画
の現状を山内教授が報告 した.
第36次南極地域観測隊員決まる
今秋11月14日出発する第36次南極地域観測隊56名(越
冬隊40名,夏隊16名)のうちすでに決定 している隊長,
副隊長を除く隊員46名が,6月17日に開催 された南極地
域観測統合推進本部総会で決定され,同 日発表された.残
る7名及び外国基地派遣者3名 については,現在選考中で
ある,
第36次隊は,例 年通 りの定常観測のほか,研 究観測 と
して,宙 空系の 「極域擾乱と磁気圏構造の総合観測」,気
水圏系の 「氷床 ドーム深層掘削観測計画(5年 計画4年
次)」,地学系の 「第II期東クイーンモー ドランド地域の雪
氷 ・地学研究計画(8年 計画7年 次)」,生物 ・医学系の
「海氷圏生物の総合研究(5年 計画4年 次)」等を実施す
る.
また,設営面では,「昭和基地整備計画(8年 計画4年
次)」として,通 路棟 ・放球棟等の建設を行う.
第36次南極地域観測隊の夏期総合訓練
第36次南極地域観測隊の夏期総合訓練は,上 田隊長以
下,関 係者65名が参加 し,長野県にある文部省菅平高原
体育研究場において,6月20日～6月24日までの5日 間
にわたって行われた,
この夏期総合訓練では,観測隊の任務として遂行する計
画等について,隊 員各自に自覚を求め,ま た,出発 までの
短い準備期間を有効なものにすることを目的とし,南極観
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第36次南極地域観測隊の夏期総合訓練
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測 に関連 した講義 を行 うとともに,各 種 の情 報提供 と救
急,消 火等の実技訓練 を実施 した.
また,隊 員全 員が一堂 に会す る数 少 ない機 会 を利 用 し
て,自 然 の中でのチームワー クづ くりや各部門ご とに分 か
れた分科会,検 討 会が夜 遅 くまで行われた.
平 成6年5月16日 付 け人事異動
條 敬 一
千 葉
配置換
管理部会計課用度第二係
(管理部庶務課庶務係)
平成6年6月1日 付け人事異動
転 出
健 海上保安庁横浜海上保安部 「巡視船やし
ま」
(事業部観測協力室設営第一係)
平 成6年6月24日 付 け人事異動
白 石 和 行
本 吉 洋
昇 任
教授研究系 ・地殻活動進化研究部門
(助教授研究系 ・地学研究部門)
助教授研究系 ・地殻活動進化研究部門
(助手研究系 ・地学研究部門)
名誉教授の称号授与
平成6年7月7日(木),所 長室 において,吉 田栄夫前
教授(前 研 究主幹)に,平 成6年4月 ユ日付 けを もって,
国立極地研究所 名誉 教授 の称号が授与 された.
現在,本 研 究所の名誉教授 は,村 山名誉教授,楠 名誉教
授,松 田名誉教授,川 口名誉教授 に加 え,吉 田教授 で5名
となった.
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〉外国人研究員の紹介 く
氏 名 アルベ ル ト ホセ フォ ピアーノ
(Alberto　Jos6　Foppiano)
外国 人研究員
所属 ・職 コンセ プシオン大学理学部 ・教授
招へ い期 間 平成6年4月15日 ～7月31日
研究課題 極域 におけ るオーロラ現 象に伴 う電波吸収のモ
デ リングに関する研究
氏 名 イゴー ル ア レクセ ビッチ ゾチ コフ
(lgor　Alexeevich　Zotikov)
外国 人研究員 ・客員教授
所属 ・職 ロシア科学アカデ ミー地理学研究所 ・研 究主幹
招へ い期 間 平成6年5月17日 ～ll月16日
研究課題 北極 における地球環境 変化の研究
レ来訪者 く
6月8日 ～6月10日 張 文数(Dr.　Zhang　Wenjing)
(中国科学院雪氷 ・凍土研究所副教授)
6月25　Mr.　CLARK,　D.　(オー ス トラリア測地測量 局
副部長)
7月19日～7月22日 石 黄玉　(Prof.　Shi　Guanyu)　(中
国科学院大気物理 学研 究所教授)
7月20日 ～7月23日 劉 綿麗　(Prof,　Liu　Jinli)　(同
上)
呂 達仁　(Prof.　Lu、Taren)　(同上)
7月20日～7月25日　 Dr.　HAGEN.　J.　0.　(ノル ウェー
極地研究所雪氷部 門主任研究官)
7月23日～8月3日 　 Prof,　KOTLYAKOV、　V,　M.　(ロ
シア科学院地理研究所長)
7月24日～8月1日 　 Dr.　RANTA,　H(ソ ダンキラ地
球物理観測所主任研究 員)
8月2日 ～8月6日 包 澄 瀾　(Prof.　Bao　Chenglan)
(中国国家 海洋局 国家海洋環境予 報研 究セ ン ター副
所長)
解 思梅(Prof.　Xie　Simei)　(同教授)
8月15日～8月25日　 Dr.　COMISO,　J.　C.　(米国航空
宇宙局研究 員)
8月17日～8月24日　 Mr,　MANNINEN、　J.　(オウル
大学助手)
8月23日　 Dr.　PRIKRYL,　P.　(通信研究セ ンター研
究員)
Dr.　SCHAU,　M.　(カナ ダ地 質調査所研 究員)
8月24日～9月3日 　 Dr,　SEPPELT.　R.　D.
(オース トラリア南 極局主任研究 員)
9月1日 　 Prof.　KOPONEN,　T,　(ヘル シンキ大学教授)
Prof.　BECKER,　H,　(ザールラ ン ト大学教授)
Prof.　BUCK,　W.　(ニュー ヨー ク植物 園教授)
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呉 嘉 麗(Prof.Wu.C.-L.)(淡 江 大 学 教 授)
Prof.　SHAW,　A.　J.　(イサ カ 大 学 教 授)
Dr.　TANGNEY.　 R.　S.　(オ タ ゴ 大 学 講 師)
Prof.　HALLINGBACK,　 T.　 (ス ウ ェ ー デ ン農 科
大 学 教 授)
Prof.　SODERSTROM.　L.　 (ト ロ ン ハ イ ム 大 学 教
授)
昊 鵬 程(Prof,Wu,P.-C.)(中 国 科 学 院 植 物 研
究 所 教 授)
Prof.　EDMONDSON.　 J.　R.　(マー ジ ー サ イ ド国
立 博 物 館 教 授)
Prof.　LONG.　 D.　G.(王 立 エ ジ ン バ ラ 植 物 園 教
授)
Dr.　ENROTH,　J.　(ヘル シ ン キ 大 学 助 教 授)
・ 高 謙 　〔Prof,　Gao、　C.)〔 中 国 科 学 院 応 用 生 態
学 研 究 所 教 授)
曹 同 　(Dr,　Tong、　C.)(同 助 教 授)
夢 健 馨 　(Prof,　Luo.　J.　X.　)(中 国 科 学 院 植 物 研
究 所 教 授)
Prof.　LONGTON,　R.　E.　(レデ ィ ン グ 大 学 教 授)
Prof.　BRAGGING.　J.　E.　 (オー ク ラ ン ド大 学 教
授)
Prof.　CROSBY,　M.　R,　(ミズ ー リ 植 物 園 教 授)
胡 人 亮 　(Prof.　Hu,　R.　L.)　浮 歩 帰 花 大 学 教
授)
黎 大 江 　(Prof.　Lo.　X.　-J.)
(中国 科 学 院 昆 明 植 物 研 究 所 教 授)
Dr.　LASKA,　S.　(ヘル シ ン キ 大 学 助 手)
何 小 竺(Dr.HE、L.-L.)(中 国 科 学 院 植 物 研
究 所 助 手)
Prof.WYATT,R.　 (ジ ョ ー ジ ア 大 学 教 授)
Prof.　VITT.　D,　(アル バ ー タ大 学 教 授)
頼 明 洲 　(Prof,　Lai,　M,　-J.)
(東海 大 学 教 授)
Prof.　GRADSTEIN,　S.　R,　(ユ ト レ ヒ ト大 学 教
授)
9月6日 ～9月10日 　 Dr.　SMITH,　A.　(英国 南 極 調 査
所 研 究 員)
9月9日 一9月13日 　 Dr.　PRIKRYL.　P.　(通信 研 究 所
研 究 員)
9月15日 ～9月21日 　 Dr.　SMITH,　A.　 (英国 南 極 調 査
所 研 究 員)
観測隊だより
5月末 か らブ リザー ドの襲来 もな く,時 折風の強い 日は
あ ったが概 して落ちついた天候であ った.6月1日 か ら太
陽は姿 をみせ な くな ったが,北 の空の色合いは美 しい,観
測は一部で機器 の故 障が あったが,ほ ほ順 調 に経 過 した.
6月9日 にボリ ビアで発生 した巨大深発地震 とそれ による
地球 自由振動が,昭 和基地の地震計 と超伝導重力計 ・ラコ
ステ重力計で とらえ られた.オ ー ロラ観測 は6月 は天候 に
恵 まれ,成 果があが った.気 象部 門では オゾン月光 観測,
オゾンソンデ,幅 射 ソンデ等の極夜期の観 測が精力 的に行
われた.野 外 の行動 は西 オ ングルテ レメ トリー設備 維持,
海洋生物 調査,氷 上調査 な どわずか であ った.設 営 では,
雪上車 重整備が続 け られ た.130kl水槽の オーバー フロー
が起 こったが 適切 な処置 で大事 には至 らなかった.
7月12日,昭 和基地に久 しぶ りに太 陽の光が射 した,そ
の 後数 日は よ く晴れ,ミ転 がる太陽ジの撮 影が盛 んだった,
月末 には昼間の時間がず いぶん長 くな った と感 じられるよ
うになった.
7月 に入ってか らブリザー ドの襲来 は5回 を数 え,強 風
による直接の被害はなか った ものの,大 量 の ドリフ トによ
り除雪作業に多大の労力 を費やす ことになった.ま た情報
処理棟 の ドアが強風で開 き,相 当量 の雪 が吹 き込 んだが,
適切 な処置で被害 を最小 限に とどめ るこ とがで きた.
冬 に入 ってか ら高温傾 向が続いていたが,8月 前半 に一
30℃近 い冷 え込みが続いた.こ の機 を とらえて8月10日,
大型雪上車SM104の大陸回送が行われ,無 事成功 した.春
期 中継拠点旅 行隊 は,数 回 にお よぶS16のそ りの回送 や
S16での車両整備 な どの準備 を重 ねた後,8月20日 昭和基
地 を発 ち,8月31日MD220ま で達 した.
下 旬には1週 間以上 晴れ の日は続 き,8月24日 に出発 し
た地学沿岸調査 は順調 に調査 を進め た,
気象部門では天候 に恵 まれ,オ ゾ ン観測 が順調 に行 われ
た.気 水圏部 門で は,7月 か ら8月 にかけてのEERS　・
JERS両衛星 の集 中受信が順 調 に終了 した.生 物 ・医学部
門で はセ デ ィメン トトラップ を昭和 基地付 近の水深150メ
ー トルに設置 した.そ の他,観 測各部 門で は機器の故障等
は少 しあるが,全 般 的には順調に観測 を続 けることがで き
た.
機械部 門では,内 陸 ・沿岸調査 に向 けて雪上 車の整備,
そ りの整備 ・改 造を進め た.気 温が低 下す るとブル ドーザ
ーなどに不具合が多 く発生 し,対 応に追われることになっ
た.航 空部門では機体 ・滑走路 の整備作業 をすすめ,8月
15日か ら飛行 を再開 した.調 理部 門では内陸 ・沿岸調査
の ための食料 の準備 が進 められ た.
5月 に内陸旅行隊が帰投 してか らは,短 期間の調査等 を
除 けば3ヵ 月以上 にわた り40人が基地 にそろった生活 で
あ った.こ れからは野外 活動が盛 んになるため,40人が揃
うのは希 である,ま た,基 地在住者で も日中は屋外 作業,
調査,飛 行 な どで留 守に なる場 合 も多 い.昭 和 基地の 防
災 ・消火体制 もそれに対応する必 要が あるため,内 陸旅行
隊 の出発後の8月22日,調 査飛 行の実施 中に,消 火訓練
を行 った.
6月か ら始 まった恒例の南 極大学 は,全 隊員が講義 を担
当 し,専 門の話 あ り趣味の話題 あ りと多彩 な内容で好評 の
うちに,8月2日 の最終講義 ・卒業式で その幕 を閉 じた.
次第 に明 るい時間が長 くなるにつれて皆の生活 時間 も通常
に戻 ってきたようで,元 気で越冬後半 をす ご している.
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南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　f。r　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max,temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面 　(Mean　pressure.
　 sea　leve])　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度　 (Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速 　 (Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed.　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速　 (Gust)　(m/s)
平 均 雲量 　〔Mean　doud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　〔Number　of　clear　days)
5月(May.)
-13 .9
-4 、7(ll日)
-31 .2(8日)
988.0
1.7
71
8.7
34.7(15日,ENE)
43.9(15日,ENE)
7,6
5
昭和基地
　 　 　 (Syowa
6月(Jun,)
-13 .5
-2 .9(27日)
-27 .5(9日)
997,6
1.3
55
6.4
21.7(15日.ENE)
26.5(14日.ENE)
6,2
3
89532)
7月(Jul.)
-14 .1
-6 .3(7日)
-24 .5(11日)
986.0
1.5
66
9,7
8月(Aug,)
-20.8
-6 .0(13日)
-36.7(24日)
980,1
0.8
60
5.4
39.1(20日.NE)30.7(9日.NE)
48.5(20日,NE)
7.4
3
40.9(9日,NE)
6.4
4
【極地豆事典】
液封式氷床掘削
氷 床掘削孔 は,氷 の塑性 変形 に よ り時 間 とともに収
縮す る.こ の塑性 変形 による掘 削孔の収縮す る速 度は,
氷 にかか る応 力が大 き くな るほ ど,す なわち深 くなる
ほど速 くなる し,ま た氷の温度が高 いほ ど速 くなる,
1983～4年,みずほ基地 において700m深まで掘削を
した.こ の孔の直径 は掘削 時で17.5cm,ドリルの外径
は16.8cmであったので,孔 径が7mm収縮す ると掘削が
不能 となるのであ った.孔 径の収縮速度 は,500m深で
0,25mm/日,700m深で0.6㎜/日 と深 さとともに指数
関数 的に大 きくなるた め,500m以深での掘削 は,掘 削
孔の収縮 との競争であ った.こ の方法での700m以上の
掘削 が非常 に困難 とい える.
これ よ り深い氷床掘 削で は,掘 削孔 の収縮 を防 ぐた
めの処置が必 要で,通 常,掘 削 孔 に氷 と同 じ密度の液
体 を満 た して掘 削す る,こ の方 法 を,液 封 式氷床掘削
と呼 ぶ,液 中で の掘 削のた め,ド リルは防水型である
とともに,耐 圧性 能も要求 される.液 封液に より,1000
m深 で は90気圧,2000m深では180気圧 もの大 きな静
水圧がか か るか らであ る.そ の他,切 削 に関連する構
造 も特殊 な もの となる.
図 は,1995年か ら2年 計 画で予定 されている南極氷
床の頂上,ド ームFで の氷床深 層掘削 で使 用 され る ド
リルの概 念図であ る.目 標深度 が2500mなので耐圧性
能 は300気圧,氷 温 が
マ イナス60度以上なの
で耐寒性能 はマ イナ ス
60度を有 し,切 削 した
氷 チ ップを輸送 ・貯蔵
す る構造を持 っている.
この ドリル は,先 端 に
取付 け られ た3枚 の刃
を回転 す るこ とに よ り
掘 削す るメカニカル方
式 であ るが,ロ シアは
伝統 的 にヒー ターに よ
り融 解掘削す るサーマ
ル方式 を用 い てい る.
ドームFで の掘削 に使
用する液封液 としては,
氷 の密 度 に近 く,さ ら
にマイナス60度で粘性
が小 さい液 の 中か ら,
健 康や安全,環 境面 で
問題 の ない酢酸 ブチル
を選定 した.
ス リップ リング
アンチトルク
(リー フス プリング型}
ドリル制御
掘 削状 況送信 回路
耐圧室
バ レル回転駆動モータ ー
(口Cモータ ー)
液封液排出孔
減速機
接続 ジョイン ト
胡粉用フ ィルター
切粉収納室
モーター駆動軸
ブ ー ス タ ー
コアバ レル
胡粉輸送スパイラルひれ
コアキャッチャー
掘削刃
